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茨城県つくば市 Q2. 2     耐用性・信頼性（極低収縮コンクリート、ハイグリップ・メタルバンド、座屈拘束ブレース、床制振装置）
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LR1.2     自然エネルギー利用（太陽光発電）

LR1.3     設備システムの高効率化（スマート・オフィス・ライティングシステム）
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敷地配置図

全体パース

昨今の複雑化・多様化する顧客ニーズに応えるべく当社は2016年より筑波技術研

究所新整備計画を進めている。本施設はその一環として計画されたものである。

構造を中心とした大規模な実験に対応可能な「構造・施工実験棟」と、最新の音

響技術により様々な音場環境を生成することができる「音響シミュレーション

棟」の2棟が同時に新設された。(右図)

従来に比べ、より高度で多様な実験環境を整備することはもとより、来訪者に対

し当社の技術を体験し、間近で“魅”てもらう為の場としての役割も担ってる。

敷地から望む筑波山の雄大な自然や桜のある中庭、高さ10mのコンクリート反力

壁といった異なる質感のコントラストを意識した外装デザインとした。

環境とランニングコスト低減への配慮

木質材料やリサイクル建材を積極的に採用することで地球環境に配慮した施設を目指すとともに、太陽光発電による自然エネル

ギー利用、真空断熱材等の高断熱・高耐久建材を活用することでランニングコストの低減に寄与している。

長寿命化と既存ストックの活用

幅広い顧客のニーズや今後の時勢の変化に対して、フレキシブルな実験が可

能な大空間を計画した。ひび割れ抑制効果の高いコンクリートを採用するこ

とで躯体の長寿命化を図るとともに、解体前の旧実験棟で利用されていたコ

ンクリート製の巨大な反力壁、反力床を残置して継続利用することで既存ス

トックの活用にも配慮した。

実証実験体としての建築

環境に配慮した木質材料、リサイクル建材は、性能に対する一定のクライテリアの下で複数種類を使い分けながら施工してお

り、建築そのものが耐久性等の比較実証をするための「実験体」として機能している点で特徴的である。

設計施工による連携プロセス

設計施工一貫体制を強みに設計から竣工まで各部門間での連携を重ね、施工性・生産性・環境性を考慮した様々な施工技術の採用

を行った。

反力壁 太陽光パネル 極低収縮コンクリートウッドデッキ

座屈拘束ブレース

国産材による木質内装

ハイグリップ・メタルバンド 吊荷旋回制御装置ジャイアン 仮ボルト不要接合工法自動鉄骨建入システムBIMモデルによる検討

日射や降雨などによって生

じる変形や変色、歩行感等

について、4種の材料を用

いて比較・検証

高さ10m厚さ4mの実験装

置。旧実験棟に設置されて

いたものを残置すること

で、既存ストックの活用に

配慮

壁、天井には不燃性能を有

した木材を採用。床には二

重床に対応可能な木製フ

ローリングを採用

4種の太陽電池について、

発電効率、経年劣化、ライ

フサイクルコストの違いを

比較・検証

乾燥による収縮をほぼゼロ

にしたコンクリート。従来

よりも優れた耐久性と意匠

性を実現

簡単な操作で柱の建入精度

を確保し、施工時における

生産性を向上

コンクリート構造物に穴開

き帯状鋼板を設置すること

で、引張強度を増大しク

ラックの発生を抑制

既存躯体及び実験装置との

取り合いはBIMを用いて検討

ジャイロ機構を搭載したタ

ワークレーンの吊旋回制御

装置。揚重作業の安全性を

向上

専用治具を用いて柱と大梁

鉄骨を簡単に仮固定する工

法。鉄骨建方における高所

作業を大幅に削減

芯材を分割型の拘束部材で

覆ったブレース。従来よりも

多くの地震エネルギーを吸収

し、柱部材の縮小が可能

構造・施工実験棟
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